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新たな「国土交通省技術基本計画」の策定



新 技 術 活 用 の 位 置 付 け

公共事業コスト構造改善プログラム

国土交通省 技術基本計画
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本プログラムは、厳しい財政事情が続くなか、引き続きコスト縮減の取組を継
続する必要がある一方で、行き過ぎたコスト縮減は品質の低下を招く恐れもあ
り、今までのコスト縮減のみを重視した取組から、コストと品質の両面を重視
する取組への転換を図る。
民間技術の積極的な活用（施策１２．公共工事等における新技術活用システム
（NETIS）を通じた民間技術の積極的活用）

技術研究開発の方向性
２．技術研究開発の実施方針
○社会ニーズ及び技術シーズの的確な把握による技術研究開発対象の設定
○関連する取り組みの連携
○多様な主体の協力、推進体制の確保

３．今後の取り組むべき技術研究開発
○安全・安心の確保
○持続可能で活力ある国土・地質の形成と経済活性化
○技術研究開発を支える共通基盤の創造
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H1 ～ 新技術の試行と効果検証を開始

H15～ 新技術の効果検証を強化

H18～ 新技術活用システムの運用開始

北海道開発局の新技術活用の変遷

北海道開発局が独自に新技術の試行を開始。
北海道開発局技術活用パイロット事業

試験フィールド事業・・・現場適合性等の検証
技術活用パイロット事業・積算や施工に関する検証

全国の新技術を活用する取り組み（公共工事における技術
活用システム）に準じて効果検証を強化

国土交通省の新技術を登録、活用、評価検証する
取り組みを開始
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NETIS（データベース）

北海道開発局HPからNETISへ

工種の検索

新技術情報提供システム
データベース《NETIS》へ

北海道開発局HPの
『防災・技術 機械・電気通信』
『新技術活用システム』
『 NETIS 』から新技術情報を提供す

るデータベースが表示されます
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NETIS（データベース）による新技術の検索

検索方法

キーワード検索

工種の検索
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NETIS 個別技術の詳細イメージ

事故防止！等のフリーワード
検索すると、有用な技術から
表示される

詳細情報のページ
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新技術の試行を目的とした公募

新技術情報提供システム
《NETIS》の新技術の最新情
報に詳細情報のリンクがあり
ます！

社会資本を安全により長く利用できるよう、劣化や損傷の状況を確実に把握によ
る、戦略的な維持管理・更新を行うことを目的に、公共事業等における新技術活
用システム（NETIS）を活用し、既に実用化段階にある劣化診断技術の公募と試
行などの取り組みが行われています。

国土交通省 報道発表資料

新技術(NETIS)の最新情報



新技術活用システムの取り組み

新技術活用
システム

新技術の

活用

新技術の

評価
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新技術の

登録効果を公表
開発・改良
を促進

積極的活用
登録や改善を促進

有用な技術は
更に活用
促進される

活用した技術を評価

公開

公開



新 技 術 （申請情報）

直轄工事で活用し、事後評価等
がされた技術

有用な技術
「推奨技術」 10件

「準推奨技術」 30件

「設計比較対象技術」235件

「少実績優良技術」 48件

「活用促進技術」 65件

（評価情報）
【検索対象外】
①NETIS削除技術

（掲載期間終了）

②開発者と連絡が
取れない技術

1032件

２ 新技術の登録状況

● （新技術情報提供システム）登録技術の区分

◇ＮＥＴＩＳとは、新技術に関する情報を共有及び提供するためのデータベースです。

◇ＮＥＴＩＳに登録されている技術情報には次の２分類があります。

◇申請者が作成した申請情報(カタログ情報）と、有識者会議が評価した評価情報に分類されます。

4,624件

それぞれの件数はH25.10. 3現在
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354件
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工 種

ＮＥＴＩＳ登録技術の工種別技術の傾向

２ 新技術の登録状況（工種別）



全国の新技術活用状況
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北海道開発局の新技術活用状況
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平成24年12月10日
新たな「国土交通省技術基本計画」の策定

２－４ 新技術と既存技術の効果的活用
２．新技術の効果的な活用方策
○新技術活用システムの再構築
○技術基準の適用による効果の高い技術の

活用促進
○他分野の民間等の技術の活用
○知の体系化（ナレッジマネージメント）の推進



新技術活用システムの見直し方針 （案）
～ より良い技術が生み出され、活用され、効率的・効果的な国土づくりへ貢献するために ～

■三つの課題
課題１ 新規性や進歩性の大きさに係わらず様々な技術が登録されているため、活用され

る見込みの低い技術が多く登録されている。また、類似技術も多数登録されているた
め、現場で活用し難くなっている。 【大小様々な技術】

課題２ 活用されている技術が、施設の本体等に係る本格的な技術よりも、現場での適用
が容易な周辺技術に偏っている。 【活用の偏り】

課題３ 活用した技術に対する評価が、一律なものとなっており、個々の技術特性が反映さ
れていない。 【一律な評価】

■三つの改善
改善１ （課題１に対し→） 登録段階における技術の確認・精査及び活用を通じた選別

・新技術の登録に際し、既存技術に対する優位性や活用見込みを確認・精査し、活用及び評価を
通じて効果の高い技術を選別。

改善２ （課題２に対し→） 現場での積極的な試行の促進
・有効な可能性のある未活用の新技術を、発注者・施工者・開発者の各主体により試行促進。
・自治体や独立行政法人等における試行・活用の実績も適宜把握。

改善３ （課題３に対し→） 評価の質の向上
・技術特性及び重要度に応じてメリハリのある評価を行い、普及に繋げる。
・活用結果のオープン化を促進し、更なる活用及び技術改善を促進。

資料１－15

登録 試行 評価 普及技術
開発
技術
開発

新技術活用システムの見直し



北海道開発技術研究発表会特別セッション
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公募開始予定： 平成25年11月上旬

（詳細は開発局のＨＰに掲載を予定しています）

開催予定日 ： 平成２６年２月１８・１９・２０日

開催予定場所： 北海道開発局研修センター

札幌市東区北６条東１２丁目

北海道開発技術研究発表会特別セッションとして、北海道開発局
が実施する社会資本整備における技術的な課題に対して、民間企
業等が開発した新技術等を広く募集し発表していただく場として「民
間企業が開発した新技術等の発表」を予定しています。

行政ニーズの公表 シーズを広く募集


